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Ⅰ．調査の概要 

１．調査の目的 

福岡市民の健康やくらしに関する実態を把握し，健康づくり活動などをしやすい環境等に関する検

討の基礎資料とすることを目的とする。 

 
２．調査対象 

平成30年10月時点で福岡市内に居住する40歳以上の方 

 

３．回答結果 

送付数 回収数 回収率 

3,000 1,639 54.6％ 

※発送日：平成31年1月25日，回収反映：平成31年2月19日郵送着まで 

 
４．調査結果の見方 

（１）文中の選択肢の表記は「 」で行い、２つ以上のものを合計して表す選択肢は『 』としている。 

 

（２）質問の回答者数はＮまたはｎで表している。 

Ｎ＝回答全数（有効回収数に等しい）ｎ＝該当数（その質問を回答しなくてよい人を除いた数） 

 

（３）比率は各質問での「回答数（無回答を含む）」を基数（Ｎまたはｎ）として（Ｎまたはｎ＝100％

として）算出している。 

 

（４）グラフ内の数値の比率はパーセントで表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出している。

それに伴い、比率の合計が 100％にならない場合がある。 

 

（５）複数回答が可能な設問においても、比率算出の基数は「回答数」とし、該当する選択肢に○印

をつけた方が全体から見て何％なのかという見方をした。したがって、各選択肢の比率の合計

が 100％を超える場合がある。 

 

（６）表・グラフに示す回答選択肢は、本来の意味を損なわない程度に省略して掲載している場合が

ある。 

 

（７）２つ以上の選択肢を合計して表している比率は、各選択肢の割合を合計して算出している。 
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Ⅱ．回答者属性 

 【性別】 【年齢】 

  
   

  

   

【家族構成】                         【勤務形態】 

 
 

 

男性

47.0%
女性

51.0%

その他

0.1%

無回答

1.9%

全体(N=1,639)

40歳代

12.0%

50歳代

21.8%

60～64歳

16.0%

65～69歳

21.7%

70～74歳

17.0%

75歳以上

9.5%

無回答

2.0%

全体(N=1,639)

単身

17.2%

夫婦のみ

35.1%

２世代同居

（親と同居）

6.7%

２世代同居

（子と同居）

29.8%

３世代同居

4.3%

その他

4.1%

無回答

2.7%

全体(N=1,639)

正社員

21.2%
派遣社員

2.3%

アルバイト・パート

16.7%

自営業

9.0%

会社役員

4.0%

主婦

16.4%

無職

22.1%

その他

4.7%

無回答

3.7%

全体(N=1,639)
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Ⅲ．調査結果 

１．健康状態 

（１）自分の健康状態（主観） 

現在の健康状態についてみると、全体では「まあよい」（66.8％）が突出して高い割合となっ

ている。 

性年代別の構成比では、いずれの性年代においても、最も割合が高いのは「まあよい」とな

っており、4～50 代女性で最も高く 71.5％となっている。 

 

 
 

（２）健診の受診状況 

職場や医療機関等での健康診断や人間ドッグの受診状況についてみると、全体では「毎年受

診」（63.1％）が突出して高い割合となっている。 

性年代別の構成比では、「毎年受診」の割合が高いのは 4～50 代男性（75.1％）や 60 代男性

（68.6％）となっている一方、60 代女性（54.0％）や 70 代以上女性（53.2％）では、他の性

年代と比較してやや低くなっている。 

 

 
 

とてもよい まあよい あまりよくない よくない 無回答

凡例　

全体(N=1,639)

4～50代男性(n=261)

4～50代女性(n=291)

60代男性(n=309)

60代女性(n=309)

70代以上男性(n=201)

70代以上女性(n=233)

性
年
代

9.9

10.3

13.4

9.7

9.1

9.0

7.7

66.8

65.1

71.5

64.1

68.6

66.7

65.2

18.6

22.2

11.0

21.7

16.8

18.4

21.0

4.0

1.9

3.8

4.5

3.9

5.0

5.6

0.6

0.4

0.3

1.6

1.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎年受診
２～３年に
１度受診 ５年に１度受診 受診していない 無回答

凡例　

全体(N=1,639)

4～50代男性(n=261)

4～50代女性(n=291)

60代男性(n=309)

60代女性(n=309)

70代以上男性(n=201)

70代以上女性(n=233)

性
年
代

63.1

75.1

64.3

68.6

54.0

63.7

53.2

12.8

9.2

13.1

9.1

15.9

15.4

15.9

4.9

3.8

4.8

4.5

5.5

3.0

8.2

18.1

11.9

17.2

17.2

23.3

15.9

21.5

1.0

0.7

0.6

1.3

2.0

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（３）喫煙状況 

喫煙状況についてみると、全体では「吸っていない」が 79.9％となっている。 

性年代別の構成比では、いずれの年代においても女性は男性より「吸っていない」割合が高

くなっている。また、男女ともに年代が高いほど「吸っていない」割合が高くなる傾向がみら

れる。 

 

 
 

（４）飲酒状況 

飲酒状況についてみると、全体では「もともと飲まない」（31.3％）が最も高い割合となって

いる。 

性年代別の構成比では、いずれの年代においても男性は女性より「毎日のように飲んでいる」

割合が高くなっている。また、男女ともに年代が低いほど『飲んでいる』（「毎日のように飲ん

でいる」+「週に数回飲んでいる」+「月に数回飲んでいる」）割合が高くなる傾向がみられる。 

 

 
  

吸っていない
現在、喫煙中で、
禁煙に関心がある

現在、喫煙中で
あるが、禁煙に

関心はない 無回答

凡例　

全体(N=1,639)

4～50代男性(n=261)

4～50代女性(n=291)

60代男性(n=309)

60代女性(n=309)

70代以上男性(n=201)

70代以上女性(n=233)

性
年
代

79.9

64.0

88.3

69.3

91.6

72.1

92.7

11.0

20.3

5.8

15.2

5.5

16.4

4.7

8.5

15.3

5.2

15.2

2.6

10.0

2.1

0.5

0.4

0.7

0.3

0.3

1.5

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎日のように
飲んでいる

週に数回
飲んでいる

月に数回
飲んでいる

過去に飲んで
いたが、今は
飲んでいない

もともと
飲まない 無回答

凡例　

全体(N=1,639)

4～50代男性(n=261)

4～50代女性(n=291)

60代男性(n=309)

60代女性(n=309)

70代以上男性(n=201)

70代以上女性(n=233)

性
年
代

25.3

39.1

15.5

38.5

14.6

37.8

8.2

15.7

20.3

17.2

22.0

10.4

13.9

8.6

15.3

19.2

21.3

10.4

15.9

9.0

14.2

11.8

8.0

12.4

12.9

12.0

15.9

10.7

31.3

13.4

33.3

15.5

46.0

22.9

57.1

0.7

0.3

0.6

1.3

0.5

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（５）ストレス実感状態（主観） 

ストレスの実感状態をみると、全体では「感じる」（48.4％）が最も高い割合となっている。 

性年代別の構成比では、いずれの年代においても、男女ともに年代が低いほど「感じる」割

合が高く、年代が高いほど「あまり感じない」割合が高くなる傾向がみられる。 

 

 
（６）ストレス要因 

ストレス要因をみると、全体では「収入や家計」（34.7％）が最も割合が高く、次いで、「仕

事のこと」（33.4％）「自分の病気や介護」（21.9％）の順となっている。 

性年代別の構成比では、60 代以下の男性や 4～50 代の女性といった勤労者が多いと考えられ

る層では「仕事のこと」が他と比べて高い割合となっている。一方、70代以上の男女では、「自

分の病気や介護」の割合が高くなっている。 

 

  

非常に
強く感じる 感じる あまり感じない 全く感じない 無回答

凡例　

全体(N=1,639)

4～50代男性(n=261)

4～50代女性(n=291)

60代男性(n=309)

60代女性(n=309)

70代以上男性(n=201)

70代以上女性(n=233)

性
年
代

7.9

8.8

12.4

6.1

8.1

3.0

6.4

48.4

59.8

56.4

41.4

49.2

32.8

47.6

38.4

28.0

29.2

45.0

38.5

54.2

40.3

3.6

1.9

1.0

5.8

2.3

8.0

3.4

1.7

1.5

1.0

1.6

1.9

2.0

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家
族
と
の
人
間
関
係

家
族
以
外
と
の
人
間

関
係

恋
愛

い
じ
め
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト

生
き
が
い
に
関
す
る

こ
と

仕
事
の
こ
と

自
由
に
で
き
る
時
間

が
な
い
こ
と

収
入
や
家
計

自
分
の
病
気
や
介
護

家
族
の
病
気
や
介
護

育
児

家
事

親
や
こ
ど
も
の
こ
と

住
ま
い
や
生
活
環
境

無
回
答

16.1 17.7 1.0 1.2 16.2 33.4 6.7 34.7 21.9 14.0 0.9 9.9 17.0 12.1 9.8

4～50代 男性(ｎ=261) 10.7 23.8 1.9 1.1 12.3 70.5 7.3 36.0 14.6 10.3 0.8 1.5 12.6 6.9 3.8

4～50代 女性(ｎ=291) 19.9 22.0 1.7 3.4 11.3 43.0 9.6 44.0 16.8 14.1 4.1 14.4 26.1 8.9 3.1

60代 男性(ｎ=309) 11.3 14.6 1.3 - 15.5 40.5 4.9 38.5 25.2 16.5 - 2.9 14.2 12.9 11.7

60代 女性(ｎ=309) 21.7 14.9 0.3 0.3 15.9 17.2 7.4 34.6 20.1 15.5 - 15.5 23.3 13.9 11.3

70代以上 男性(ｎ=201) 11.4 16.9 1.0 1.5 28.4 16.9 3.5 27.4 28.4 11.4 - 5.0 10.4 16.9 18.4

70代以上 女性(ｎ=233) 19.3 14.6 - 0.9 17.6 6.9 7.3 22.3 28.8 15.5 - 19.3 12.4 14.2 12.4

※複数選択回答のため、各選択肢の比率の合計は100％ではない。

全体(N=1,639)

性
年
代

0

10

20

30

40

（％）
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（７）健康情報の情報源・その信頼度 

①健康情報の情報源 

健康情報の情報源をみると、全体では「テレビの情報番組や特集」（64.4％）が最も高く、次

いで「医師や医療機関」（53.4％）、「ご家族やご友人との会話」（44.2％）の順となっている。 

性年代別の構成比では、70 代以上男性以外のすべての性年代で「テレビの情報番組や特集」

が最も高い割合となっており、情報入手の手段としてテレビが幅広い年代層に利用されている

ことがわかる。 

 

 
  

医
師
や
医
療
機
関

ご
家
族
や
ご
友
人

と
の
会
話

テ
レ
ビ
の
情
報
番

組
や
特
集

新
聞
の
記
事

本
や
雑
誌

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト

の
記
事

行
政
か
ら
の
お
知

ら
せ

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア

大
学
教
授
な
ど
の

専
門
家
の
講
演

無
回
答

53.4 44.2 64.4 34.4 28.7 34.2 22.8 7.3 6.7 18.9

4～50代 男性(ｎ=261) 52.5 40.6 62.8 23.8 23.8 53.3 16.1 7.7 3.8 16.9

4～50代 女性(ｎ=291) 49.5 59.8 73.5 28.5 39.5 56.4 25.8 13.7 8.6 10.7

60代 男性(ｎ=309) 54.4 35.6 61.5 34.0 22.0 34.6 19.1 6.8 5.5 21.4

60代 女性(ｎ=309) 53.1 53.4 72.5 43.4 37.9 24.3 28.5 4.9 6.8 15.5

70代以上 男性(ｎ=201) 65.7 37.8 57.7 42.8 23.4 22.9 28.9 8.0 9.5 20.4

70代以上 女性(ｎ=233) 50.2 36.9 55.4 36.5 23.2 9.0 19.7 2.1 6.0 29.2

※複数選択回答のため、各選択肢の比率の合計は100％ではない。

全体(N=1,639)

性
年
代

0

20

40

60

80

（％）
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②情報の信頼度 

健康情報の入手先に対する信頼度についてみると、全体では「とても信頼している」の割合

が最も高いのは「医師や医療機関」（44.6％）となっており、次いで、「大学教授などの専門家

の講演」（33.6％）、「行政からのお知らせ」（27.9％）の順となっている。 

一方、「あまり信頼してない」の割合が最も高いのは「ソーシャルメディア」(37.8％)となっ

ており、次いで、「インターネットの記事」(30.2％)、「本や雑誌」(17.4％)の順となっている。 

 

 
  

とても信頼
している

やや信頼
している

あまり信頼
していない

全く信頼
していない 無回答

凡例　

１．医師や医療機関(n=876)

２．ご家族やご友人との会話(n=725)

３．テレビの情報番組や特集(n=1,056)

４．新聞の記事(n=564)

５．本や雑誌(n=470)

６．インターネットの記事(n=560)

７．行政からのお知らせ(n=373)

８．ソーシャルメディア(n=119)

９．大学教授などの専門家の講演(n=110)

※①の健康情報の情報源として選んだ情報についてのみ回答

44.6

16.6

8.2

14.9

9.8

2.7

27.9

2.5

33.6

52.1

72.4

72.6

72.2

70.2

62.9

65.1

42.9

57.3

2.2

10.1

17.1

10.8

17.4

30.2

5.4

37.8

6.4

0.8

0.4

1.5

2.5

0.3

16.0

1.8

1.1

1.0

1.2

1.8

1.1

1.8

1.3

0.8

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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２．生活習慣 

（１）食事をとる頻度 

食事の頻度について、全体の傾向をみると、「毎日」の割合が最も高いのは「夕食」（91.8％）

となっており、次いで「昼食」（82.4％）、「朝食」（78.5％）の順となっている。また、「間食」

では「毎日」（22.8％）の他に「食べない」（22.0％）の割合が高く、「夜食」では「食べない」

（64.8％）の割合が最も高くなっている。 

 

 
 

（２）食事を食べない理由 

食事を食べない理由の傾向をみると、全体では「その他」以外で最も割合が高くなってい

るのは「朝食」および「昼食」では「食欲がない」（朝食：47.2％、昼食：25.9％）、「夕食」

および「間食」、「夜食」では「美容・減量のため」（夕食：30.0％、間食：20.6％、夜食：23.9％）

となっている。 

 

 
 

  

(N=1,639) 毎日 週５～６日 週３～４日 週１～２日 食べない 無回答

凡例　

１．朝食

２．昼食

３．夕食

４．間食

５．夜食

78.5

82.4

91.8

22.8

2.7

4.1

6.7

3.2

6.2

1.1

4.9

4.8

1.8

14.8

2.5

3.5

2.6

0.7

21.0

7.9

7.5

1.6

0.6

22.0

64.8

1.5

1.8

2.0

13.1

21.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

時間がない 食欲がない 経済的理由
美容・減量

のため 医師の指導 その他 無回答

凡例　

１．朝食(n=123)

２．昼食(n=27)

３．夕食(n=10)

４．間食(n=360)

５．夜食(n=1,062)

※（1）で「食べない」を選択した人のみ回答

24.4

14.8

2.2

2.4

47.2

25.9

20.0

13.6

13.6

1.6

7.4

20.0

2.2

0.8

3.3

11.1

30.0

20.6

23.9

4.7

3.8

22.0

25.9

30.0

43.6

39.8

1.6

14.8

13.1

15.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%



 

－9－ 

 

（３）行動の頻度 

生活面における行動頻度について、全体の傾向をみると、「毎日」の割合が最も高いのは「テ

レビを見る」（89.0％）となっており、次いで「人と話す」（72.1％）、「入浴する（浴槽入浴）」

（52.5％）の順となっている。 

「実施していない」の割合が最も高いのは、「入浴する（シャワーのみ）」（43.4％）となって

おり、次いで「新聞を読む」（31.1％）、「運動する」（30.8％）の順となっている。 

 

 
 

  

(N=1,639) 毎日 週５～６日 週３～４日 週１～２日
実施して
いない 無回答

凡例　

１．新聞を読む

２．本や雑誌を読む

３．テレビを見る

４．人と話す

５．外出する

６．運動する

７．インターネットをする

８．入浴する（浴槽入浴）

９．入浴する（シャワーのみ）

45.0

16.6

89.0

72.1

46.8

18.9

41.2

52.5

12.9

4.3

5.9

3.2

7.1

19.7

7.9

6.7

9.4

5.1

5.2

12.7

2.6

8.2

15.1

14.2

6.4

14.3

6.5

7.1

26.8

1.9

6.1

12.6

22.1

6.6

11.2

9.1

31.1

26.1

1.5

2.0

1.9

30.8

29.5

8.2

43.4

7.3

12.0

1.8

4.5

3.9

6.0

9.6

4.3

23.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（４）500～700ｍ（徒歩10 分程度）の外出の際の交通手段 

徒歩 10 分程度の外出の際の交通手段をみると、全体では「徒歩」（57.0％）の割合が最も高

く、次いで「自動車（自分で運転）」（17.6％）、「自転車」（16.5％）の順となっている。 

性年代別の構成比では、いずれの性年代においても「徒歩」の割合が最も高く、いずれも半

数以上を占めている。 

行政区別の構成比では、いずれの行政区においても最も割合が高いのは「徒歩」となってお

り、中央区では 72.2％と、なった。一方、西区では、47.3％であった。また、「自転車」の割

合は早良区（20.5％）が、「自動車（自分で運転）」の割合は「西区」（26.8％）が、それぞれ最

も高くなっている。 

 

 

 

 

  

徒
歩

自
転
車

バ
イ
ク

自
動
車
（

自
分
で

運
転
）

自
動
車
（

人
に
乗

せ
て
も
ら
う
）

電
車

バ
ス

タ
ク
シ
ー

そ
の
他

無
回
答

57.0 16.5 1.5 17.6 2.7 0.6 2.0 0.8 0.5 0.9

4～50代 男性(ｎ=261) 62.1 13.8 3.8 16.9 1.5 0.4 0.8 - - 0.8

4～50代 女性(ｎ=291) 51.5 22.0 - 22.0 1.7 0.7 1.0 0.3 0.3 0.3

60代 男性(ｎ=309) 59.9 13.9 1.6 20.1 1.3 0.6 1.0 1.0 0.3 0.3

60代 女性(ｎ=309) 54.4 21.7 1.3 16.2 2.9 0.3 1.6 1.0 0.3 0.3

70代以上 男性(ｎ=201) 57.2 11.9 2.0 19.9 2.5 0.5 2.5 - 1.5 2.0

70代以上 女性(ｎ=233) 58.8 13.7 0.4 9.9 6.4 0.9 5.2 2.6 0.9 1.3

東区(ｎ=326) 55.8 9.5 1.5 26.1 3.4 0.3 0.9 0.9 0.6 0.9

博多区(ｎ=267) 61.4 19.5 0.4 12.0 2.2 0.7 3.4 0.4 - -

中央区(ｎ=151) 72.2 13.9 1.3 3.3 1.3 1.3 2.6 2.6 - 1.3

南区(ｎ=246) 55.7 19.5 2.8 17.5 2.4 0.4 1.2 0.4 - -

城南区(ｎ=143) 61.5 15.4 0.7 13.3 2.1 1.4 1.4 - 0.7 3.5

早良区(ｎ=254) 52.8 20.5 2.4 15.7 3.1 0.4 2.0 1.2 1.6 0.4

西区(ｎ=205) 47.3 19.0 1.0 26.8 2.9 - 1.5 0.5 0.5 0.5

※複数選択回答のため、各選択肢の比率の合計は100％ではない。

全体(N=1,639)

性
年
代

居
住
地

0

20

40

60

（％）
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（５）声を出して笑う機会とその頻度 

声を出して笑う機会と頻度について、全体の傾向をみると「ほぼ毎日」や「週に１～５回程

度」の割合が高くなっている項目は「友人と話をしているとき」、「夫婦で話をしているとき」、

「子供や孫と接しているとき」、「テレビやビデオをみているとき」となっている。一方、「ほと

んどない」の割合が高くなっている項目は「ラジオを聞いているとき」、「漫画や雑誌をみてい

るとき」、「落語や芝居等を観に行ったとき」となっている。 

 

 
 

  

(N=1,639) ほぼ毎日
週に

１～５回程度
月に

１～３回程度 ほとんどない 無回答

凡例　

１．友人と話をしているとき

２．夫婦で話をしているとき

３．子供や孫と接しているとき

４．テレビやビデオをみているとき

５．ラジオを聞いているとき

６．漫画や雑誌をみているとき

７．落語や芝居等を観に行ったとき

17.5

26.6

20.0

32.2

6.5

2.8

1.8

28.0

24.6

18.1

36.6

11.3

7.0

1.8

27.6

9.8

19.5

16.1

11.2

15.1

7.9

16.9

19.2

22.3

8.4

50.6

54.7

66.1

9.9

19.8

20.1

6.7

20.3

20.4

22.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（６）睡眠時間 

①平日 

平日の睡眠時間をみると、全体では「７時間台」（29.8％）の割合が最も高く、次いで「６時

間台」（22.1％）、「８時間台」（21.5％）の順となっている。また、平均睡眠時間は 7 時間 13

分となっている。 

性年代別の構成比では、男女ともに 60 代では「７時間台」、70 代以上では「８時間台」の割

合が、それぞれ最も高くなるなど、平均睡眠時間は男女ともに年代が高いほど長くなる傾向が

みられる。 

 

 
 

②休日※仕事をしている人のみ 

休日の睡眠時間をみると、全体では「８時間台」（27.2％）の割合が最も高く、次いで「７時

間台」（25.6％）、「９時間台」（16.8％）の順となっている。また、平均睡眠時間は 7 時間 53

分となっている。 

性年代別の構成比では、いずれの年代層においても男性は女性より平均睡眠時間が長くなる

傾向がみられる。 

  

５
時
間
未
満

５
時
間
台

６
時
間
台

７
時
間
台

８
時
間
台

９
時
間
台

1
0
時
間
台

1
1
時
間
以
上

不
明

（

平
均
時
間
）

2.7 9.4 22.1 29.8 21.5 7.8 2.9 1.2 2.6 7:13

4～50代 男性(ｎ=261) 4.6 12.3 26.4 31.0 16.1 6.1 0.8 - 2.7 6:52

4～50代 女性(ｎ=291) 5.2 16.8 32.6 29.6 12.7 1.7 0.7 0.3 0.3 6:34

60代 男性(ｎ=309) 1.9 6.8 20.4 31.1 21.4 9.4 3.9 1.0 4.2 7:20

60代 女性(ｎ=309) 1.3 9.7 27.8 32.4 21.0 4.2 1.9 0.3 1.3 7:05

70代以上 男性(ｎ=201) - 3.0 10.9 24.9 28.9 17.9 8.5 3.0 3.0 8:05

70代以上 女性(ｎ=233) 3.0 5.2 9.0 29.2 32.6 11.2 3.0 2.6 4.3 7:41

全体(N=1,639)

性
年
代

0

10

20

30

40

（％）

５
時
間
未
満

５
時
間
台

６
時
間
台

７
時
間
台

８
時
間
台

９
時
間
台

1
0
時
間
台

1
1
時
間
以
上

不
明

（

平
均
時
間
）

1.0 4.0 10.7 25.6 27.2 16.8 6.7 2.4 5.6 7:53

4～50代 男性(ｎ=237) 1.7 3.4 8.9 21.9 29.1 17.7 7.2 3.8 6.3 8:00

4～50代 女性(ｎ=205) 1.5 4.9 9.8 32.7 27.8 14.6 4.9 1.5 2.4 7:44

60代 男性(ｎ=183) 0.5 4.4 11.5 21.3 26.2 16.9 8.7 2.7 7.7 7:58

60代 女性(ｎ=137) - 4.4 13.9 35.0 27.7 10.9 2.2 0.7 5.1 7:34

70代以上 男性(ｎ=62) - 3.2 6.5 16.1 22.6 29.0 16.1 3.2 3.2 8:31

70代以上 女性(ｎ=44) 2.3 2.3 13.6 15.9 22.7 22.7 4.5 2.3 13.6 7:59

全体(n=871)

性
年
代

0

10

20

30

40

（％）
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（７）近所づきあい 

近所づきあいの状況をみると、全体では「あいさつ程度の最小限のつきあいしかしていない」

（53.5％）の割合が最も高く、次いで「日常的に立ち話をする程度のつきあいは、している」

（30.5％）、「つきあいは全くしていない」（10.7％）の順となっている。 

性年代別の構成比では、「あいさつ程度の最小限のつきあいしかしていない」の割合は男性や

年代が低いほど高くなっている。また、「日常的に立ち話をする程度のつきあいは、している」

の割合は女性や年代が高いほど高くなっている。 

 

 
 

（８）外に出るより家にいる方が好きか 

外に出るより家にいる事を好むかどうかをみると、全体では「いいえ」が 52.3％、「はい」

が 46.4％となっている。 

性年代別の構成比では、いずれの年代層においても男性の方が「いいえ」の割合が高くなっ

ている。 

 

 
  

つ
き
あ
い
は
全
く
し

て
い
な
い

あ
い
さ
つ
程
度
の
最

小
限
の
つ
き
あ
い
し

か
し
て
い
な
い

日
常
的
に
立
ち
話
を

す
る
程
度
の
つ
き
あ

い
は
、

し
て
い
る

た
が
い
に
相
談
や
日

用
品
の
貸
し
借
り
を

す
る
な
ど
、

生
活
面

で
協
力
し
あ
っ

て
い

る
人
も
い
る

無
回
答

凡例　

全体(N=1,639)

4～50代男性(n=261)

4～50代女性(n=291)

60代男性(n=309)

60代女性(n=309)

70代以上男性(n=201)

70代以上女性(n=233)

性
年
代

10.7

18.0

8.2

14.2

8.1

10.9

3.0

53.5

63.2

59.8

60.8

45.0

53.7

38.2

30.5

17.6

27.1

22.0

38.5

31.3

48.9

4.6

1.1

4.5

2.3

7.8

3.0

8.6

0.7

0.3

0.6

0.6

1.0

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

凡例　

全体(N=1,639)

4～50代男性(n=261)

4～50代女性(n=291)

60代男性(n=309)

60代女性(n=309)

70代以上男性(n=201)

70代以上女性(n=233)

性
年
代

46.4

41.8

54.0

42.7

51.5

40.3

44.6

52.3

57.9

45.0

56.6

46.6

58.2

53.6

1.3

0.4

1.0

0.6

1.9

1.5

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（９）日ごろ気をつかう点、活動 

日ごろ気をつかう点や活動についてみると、全体では「食事（食べ物、回数、時間など）」

（52.3％）の割合が最も高く、次いで「健康管理（栄養、睡眠、運動、健康診断、早期治療

など）」（42.8％）、「仕事（職業、家業）」（36.1％）の順となっている。 

性年代別の構成比では、4～50 代男性では「仕事（職業、家業）」（64.4％）の割合が高くな

っている。また、「健康管理（栄養、睡眠、運動、健康診断、早期治療など）」に注目すると、

いずれの年代層においても男性の割合が高く、男女ともに年代が高いほど割合が高くなって

いる。 

 

 
 

  

衣
服
（

時
候
、

場
所
、

目
的
に
あ
っ

た
服
、

お
し
ゃ

れ
な
ど
）

食
事
（

食
べ
物
、

回
数
、

時
間
な

ど
）

住
ま
い
（

清
掃
、

補
修
、

庭
や
外
周

の
管
理
、

温
度
調
節
な
ど
）

家
族
・
親
戚
と
の
つ
き
あ
い

近
隣
、

友
人
、

仲
間
と
の
つ
き
あ
い

外
に
出
る
こ
と

健
康
管
理
（

栄
養
、

睡
眠
、

運
動
、

健
康
診
断
、

早
期
治
療
な
ど
）

仕
事
（

職
業
、

家
業
）

家
事
（

掃
除
・
洗
濯
な
ど
家
の
中
・

家
の
ま
わ
り
の
仕
事
）

社
会
奉
仕
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

教
養
、

学
習
、

趣
味
、

ス
ポ
ー

ツ
活

動 そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

32.1 52.3 19.2 15.0 12.8 12.6 42.8 36.1 30.1 4.1 22.3 0.9 2.9 0.6

4～50代 男性(ｎ=261) 24.1 48.3 16.1 19.2 8.8 9.2 36.4 64.4 11.9 2.7 28.0 1.1 3.8 -

4～50代 女性(ｎ=291) 30.9 58.4 13.4 16.2 15.1 5.2 35.4 45.7 40.9 3.4 17.5 0.3 2.4 0.3

60代 男性(ｎ=309) 23.0 52.8 19.7 14.2 9.1 15.9 50.5 42.1 17.2 4.5 28.5 0.6 4.5 0.3

60代 女性(ｎ=309) 42.4 52.8 21.0 14.9 12.9 11.0 39.8 25.9 45.3 2.9 15.5 1.0 3.2 0.6

70代以上 男性(ｎ=201) 21.9 46.8 28.9 15.4 14.9 25.4 54.7 20.4 18.9 5.5 25.9 1.0 2.0 -

70代以上 女性(ｎ=233) 48.1 54.5 18.0 9.0 16.7 13.7 43.8 12.0 42.5 6.0 21.5 1.3 0.9 1.3

※複数選択回答のため、各選択肢の比率の合計は100％ではない。

全体(N=1,639)

性
年
代

0

20

40

60

（％）
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（10）普段の生活で楽しいこと 

普段の生活で楽しいと感じることについて、全体の傾向をみると、「はい」の割合が最も高

くなっているのは「テレビ、ビデオ等の視聴」（90.7％）となっており、次いで「食事、飲食」

（86.1％）、「仲間とのおしゃべり、親しい友人や同じ趣味の人との交流」（75.3％）の順とな

っている。 

「実施していない」の割合が最も高いのは、「伝統文化の維持・保存」（78.6％）となって

おり、次いで「教育活動（自分が教える立場）」（74.1％）となっている。 

 

 
 

  

(N=1,639) はい いいえ
実施して
いない 無回答

凡例　

１．テレビ、ビデオ等の視聴

２．ラジオ聴取、音楽鑑賞など

３．新聞、雑誌

４．家族との団らん、こどもや孫と遊ぶ

５．仲間とのおしゃべり、親しい友人や同じ趣味の人との交流

６．ペットと遊ぶ（過ごす）

７．食事、飲食

８．買物、ウインドウショッピング

９．スポーツ活動（水泳、テニス、ゴルフなど）

10．散歩、ウォーキング、ジョギング

11．登山や釣りなど自然の中で行うアウトドアレジャー

12．旅行

13．読書

14．歌、踊り（カラオケ、民謡、楽器演奏、ダンスなど）

15．スポーツ観戦、観劇、音楽会、映画

16．ワープロ、パソコン、インターネット、携帯電話

17．室内娯楽（囲碁、将棋、トランプ、麻雀など）

18．主に室内で行う趣味活動（絵画、書道、手芸、裁縫、陶芸など）

19．主に屋外で行う趣味活動（園芸、農芸など）

20．教養講座の受講などの学習活動

21．社会奉仕、ボランティア活動

22．伝統文化の維持・保存

23．仕事（自営業を含む）

24．教育活動（自分が教える立場）

90.7

57.0

59.4

71.6

75.3

23.1

86.1

66.1

28.8

44.4

15.2

54.2

48.3

24.4

59.9

57.0

11.1

18.8

24.5

12.4

13.3

5.5

36.9

8.3

5.6

8.7

14.9

6.9

5.2

8.4

8.2

16.1

10.5

10.2

9.4

6.7

12.8

11.2

6.2

18.3

11.9

10.2

9.8

10.7

10.1

9.9

23.0

11.8

2.2

29.7

21.6

16.1

15.6

62.2

1.8

12.8

55.4

40.5

69.7

34.5

34.0

59.1

28.6

18.7

70.9

65.4

60.4

71.1

70.6

78.6

34.6

74.1

1.5

4.6

4.1

5.4

3.9

6.3

3.9

5.0

5.3

5.0

5.7

4.6

4.9

5.3

5.3

5.9

6.1

5.6

5.4

5.8

6.0

6.0

5.5

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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３．周囲との関わり 

（１）生きがいを感じるとき 

生きがいを感じるときについて、全体の傾向をみると、『感じている』（「十分感じている」

+「多少感じている」）割合が最も高くなっているのは「他人から感謝されたとき」（75.9％）

となっており、次いで「友人や知人と食事、雑談している時」（75.8％）、「収入があったとき」

（75.2％）の順となっている。 

「実施していない」の割合が最も高いのは「社会奉仕や地域活動をしているとき」（56.7％）

となっている。 

 

 
 

  

(N=1,639)
十分

感じている
多少

感じている
あまり

感じていない
まったく

感じていない
実施して
いない 無回答

凡例　

１．仕事に打ち込んでいる時

２．勉強や教養などに身を入れている時

３．趣味やスポーツに熱中している時

４．親やこども・孫の面倒をみているとき

５．家族との団らんの時

６．友人や知人と食事、雑談している時

７．社会奉仕や地域活動をしている時

８．旅行に行っている時

９．他人から感謝された時

10．収入があった時

11．違う世代と交流している時

17.5

13.4

33.6

21.9

41.0

37.1

7.0

42.1

38.6

43.0

16.1

30.8

30.7

31.4

28.9

33.3

38.7

17.3

21.1

37.3

32.2

35.1

12.4

14.0

5.7

9.0

6.7

6.8

9.6

2.7

5.1

6.3

16.2

3.3

2.4

1.0

2.4

1.6

0.9

2.1

0.5
0.9

1.0

1.7

29.0

31.5

22.6

29.8

12.1

11.5

56.7

28.0

11.7

11.3

24.4

7.0

7.9

5.7

7.9

5.4

4.9

7.3

5.6

6.5

6.3

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）困りごとを相談できる人や窓口 

困りごとを相談できる人や窓口についてみると、全体では「配偶者」（47.3％）の割合が最も

高くなっている。 

性年代別の構成比では、「配偶者」の割合は、男性では年代が高いほど、女性では年代が低い

ほど高くなる傾向がみられる。また、「友人」の割合は、男女ともに年代が低いほど高くなって

いる。 

 

 
 

  

配
偶
者

同
居
の
家
族

別
居
の
家
族

親
戚

友
人

自
治
会
・
町
内
会

社
会
福
祉
協
議

会
・
民
生
委
員

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

医
師
・
看
護
師

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

そ
の
他

そ
の
よ
う
な
人
は

い
な
い

無
回
答

47.3 12.1 16.3 6.2 17.9 0.4 1.5 1.0 2.1 0.5 2.4 7.1 2.0

4～50代 男性(ｎ=261) 53.3 9.6 10.3 3.8 18.0 - 0.4 - 1.1 0.4 4.2 11.9 1.5

4～50代 女性(ｎ=291) 44.0 13.4 20.3 3.4 30.2 0.7 0.3 0.3 2.1 - 2.4 5.2 0.7

60代 男性(ｎ=309) 56.6 4.9 8.7 5.2 17.2 0.3 2.3 1.3 2.3 0.6 1.0 10.4 1.9

60代 女性(ｎ=309) 39.5 15.9 21.7 9.1 16.5 0.6 1.3 1.3 1.6 0.3 1.9 4.5 1.3

70代以上 男性(ｎ=201) 63.7 9.0 10.4 8.0 7.5 0.5 3.0 0.5 3.5 1.0 2.5 7.5 2.5

70代以上 女性(ｎ=233) 29.6 20.2 26.6 8.6 14.2 - 2.1 2.1 3.0 1.3 3.4 3.4 2.6

※複数選択回答のため、各選択肢の比率の合計は100％ではない。

全体(N=1,639)

性
年
代

0

10

20

30

40

50

（％）
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（３）地域で役割を担っているか 

地域で役割を担っているかをみると、全体では、「全く担っていない」（54.6％）の割合が最

も高く、『担っている』（「十分担っている」+「担っている」）の割合は 21.2％となっている。 

性年代別の構成比では、いずれの年代層においても女性の方が『担っている』の割合が高く、

また、男女ともに年代が高いほど『担っている』の割合が高くなる傾向がみられる。 

行政区別の構成比では、中央区以外のいずれの区においても『担っている』の割合は２割前

後となっている。また、『担っている』の割合が最も高くなっているのは博多区（24.4％）とな

っており、次いで東区（23.9％）、早良区（21.2％）の順となっている。 

 

 
 

  

十分担っている 担っている
あまり

担っていない
全く

担っていない 無回答

凡例　

全体(N=1,639)

4～50代男性(n=261)

4～50代女性(n=291)

60代男性(n=309)

60代女性(n=309)

70代以上男性(n=201)

70代以上女性(n=233)

東区(n=326)

博多区(n=267)

中央区(n=151)

南区(n=246)

城南区(n=143)

早良区(n=254)

西区(n=205)

性
年
代

居
住
地

5.2

2.7

4.8

6.5

4.9

6.5

6.4

6.7

6.4

2.6

5.3

4.2

5.1

3.4

16.0

12.3

18.2

11.7

19.4

16.4

18.5

17.2

18.0

10.6

14.6

16.8

16.1

16.6

22.3

21.1

21.0

18.8

23.6

26.9

25.3

22.4

15.0

23.2

26.4

17.5

26.0

25.9

54.6

63.6

55.0

61.5

51.1

47.8

47.2

52.5

59.2

62.3

51.6

60.8

51.2

53.2

1.9

0.4

1.0

1.6

1.0

2.5

2.6

1.2

1.5

1.3

2.0

0.7

1.6

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（４）現在住んでいる地域に愛着があるか 

現在住んでいる地域に愛着があるかをみると、全体では、『愛着がある』（「とても愛着がある」

+「まあ愛着がある」）の割合は 67.3％となっている。 

性年代別の構成比では、いずれの年代層においても女性の方が『愛着がある』の割合が高く

なっている。また、男女ともに年代が高いほど『愛着がある』の割合が高くなる傾向がみられ

る。 

行政区別の構成比では、『愛着がある』の割合が最も高くなっているのは「城南区」（73.4％）

となっており、次いで中央区（72.2％）、西区（71.2％）の順となっている。 

 

 
 

とても
愛着がある

まあ
愛着がある

どちらとも
いえない

あまり
愛着がない

全く
愛着がない 無回答

凡例　

全体(N=1,639)

4～50代男性(n=261)

4～50代女性(n=291)

60代男性(n=309)

60代女性(n=309)

70代以上男性(n=201)

70代以上女性(n=233)

東区(n=326)

博多区(n=267)

中央区(n=151)

南区(n=246)

城南区(n=143)

早良区(n=254)

西区(n=205)

性
年
代

居
住
地

20.1

19.9

18.6

19.4

15.9

23.4

25.8

18.4

15.4

27.2

20.3

18.9

24.8

19.5

47.2

43.3

46.4

47.6

52.4

44.8

49.4

50.3

44.2

45.0

43.9

54.5

44.1

51.7

21.9

24.9

21.3

21.7

25.2

19.4

18.9

20.9

26.6

19.9

25.2

18.9

20.5

21.0

6.5

7.3

9.3

6.8

4.2

6.5

3.9

6.4

9.4

5.3

5.7

5.6

5.5

5.4

3.1

4.2

3.8

2.6

1.6

4.5

1.3
2.8

3.7

2.0

3.7

2.1

3.9

1.5

1.3

0.4

0.7

1.9

0.6

1.5

0.9

1.2

0.7

0.7

1.2

1.2

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%


